
「
山

水

之

変
」

│
│
中
国
絵
画
に
お
け
る
奥
行
き
表
現
の
古
典
様
式
│
│河

野

道

房

盛
唐
期
に
確
立
し
た
、
地
平
線
に
景
物
が
収
斂
す
る
透
視
図
法
的
奥
行
き
表
現
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
興
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
来
源
を
漢
代
の
奥
行
き
表
現
で
あ
る
積
み
上
げ
式
遠
近
法
に
求
め
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
三
角
形
群
像
表
現
を
経
て
、「
山
水
之
変
」

と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
検
証
す
る
。
そ
れ
は
や
が
て
唐
代
の
樹
石
平
遠
図
、
五
代
の
高
遠
山
水
構
図
を
生
み
だ
し
、
宋
代
の
大
様
式
山

水
画
の
直
接
の
祖
型
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

一

中
国
絵
画
の
奥
行
き
表
現
、
空
間
表
現
、
遠
近
法
等
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
欧
米
で
の
研
究
が
先
行
し
た
。
東
ア
ジ
ア
で
は
、
画
家

伝
や
画
論
の
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
絵
画
の
構
図
や
モ
チ
ー
フ
等
の
造
形
的
な
特
徴
に
つ
い
て
、
近
代
的
な
立
体
感
、
奥
行
き
感
と
い
う

観
点
か
ら
の
分
析
は
あ
ま
り
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

― ７３ ―

「
山
水
之
変
」



管
見
で
は
、
最
も
早
く
に
中
国
絵
画
の
空
間
表
現
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
バ
ッ
ハ
ホ
ウ
フ
ァ
ー
「
紀
元
一
〇

〇
〇
年
期
中
国
絵
画
の
空
間
表
現
」（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
美
術
年
鑑

一
九
三
一
年
）⑴
と
思
わ
れ
る
。
つ
い
で
Ａ
・
ソ
ー
パ
ー
の
論
考
⑵
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
漢
代
画
像
石
や
敦
煌
壁
画
を
扱
う
。
さ
ら
に
シ
レ
ン
⑶
、
サ
リ
バ
ン
⑷
、
シ
ル
ヴ
ァ
⑸
の
論
が
続
き
、
漢
代
の
並
列
的
人
物

表
現
か
ら
、
敦
煌
莫
高
窟
壁
画
に
見
る
山
水
表
現
へ
と
展
開
す
る
構
図
を
論
述
す
る
。
一
方
、
日
本
の
山
水
画
に
お
け
る
空
間
表
現
の
研

究
に
つ
い
て
は
米
澤
嘉
圃
が
中
心
で
あ
る
。
正
倉
院
宝
物
や
敦
煌
莫
高
窟
壁
画
の
山
水
表
現
を
素
材
と
し
て
、
唐
代
の
「
山
水
之
変
」
が

透
視
図
法
的
奥
行
き
表
現
を
確
立
し
た
変
革
で
あ
る
こ
と
を
究
明
し
た
⑹
。
つ
い
で
小
川
裕
充
は
宋
代
山
水
画
の
空
間
表
現
に
つ
い
て
論

究
し
⑺
、
宋
代
山
水
画
の
古
典
的
空
間
の
形
成
と
展
開
を
論
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
、
唐
、
宋
と
人
物
画
や
山
水
画
の
空
間
表
現
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
展
し
て
い
る
が
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
遺
品
に

対
す
る
検
討
は
《
女
史
箴
図
巻
》
以
外
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
漢
代
の
並
列
的
俯
瞰
的
奥
行
き
表
現
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
山

水
之
変
」
に
見
ら
れ
る
透
視
図
法
的
奥
行
き
表
現
に
至
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
論
は
管
見
で
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
展
開
を
考
察
す
る
。

二

中
国
絵
画
史
に
お
い
て
は
、
戦
国
時
代
以
前
の
出
土
品
等
に
は
め
ぼ
し
い
絵
画
遺
品
が
な
く
、
装
飾
的
文
様
や
人
物
単
独
像
の
み
で
、

三
次
元
的
奥
行
き
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
奥
行
き
表
現
の
上
で
着
目
す
べ
き
は
、
漢
代
の
画
像
石
か
ら
で
あ
る
。

漢
代
の
人
物
表
現
と
し
て
最
も
著
名
な
も
の
は
武
梁
祠
画
像
石
で
あ
ろ
う
（
図
１
）⑻
。
天
井
付
近
に
西
王
母
を
配
し
、
そ
の
下
は
数

段
に
区
切
ら
れ
て
人
物
を
横
に
配
置
す
る
。
人
物
は
お
お
む
ね
横
方
向
の
並
置
で
奥
行
き
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
人
物
を
並
列
配

「
山
水
之
変
」

― ７４ ―



置
す
る
の
は
、
そ

の
肖
像
性
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
る

か
ら
と
考
え
ら

れ
、
モ
チ
ー
フ
の

同
定
つ
ま
り
誰
を

表
し
て
い
る
の
か

に
重
点
が
あ
る
。

人
物
を
並
置
す
る

４
段
の
う
ち
、
上

か
ら
２
段
目
、
３

段
目
の
故
事
人
物
、
特
に
孝
子
伝
図
に
は
、
区
切
ら
れ
た
狭
い
幅
の
や
や
上
よ
り
に
モ
チ
ー
フ
を

小
さ
く
表
現
し
、
奥
行
き
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
が
、
ご
く
一
部
に
と
ど
ま

る
。
楽
浪
出
土
の
彩
筺
漆
絵
（
図
２
）⑼
で
も
人
物
は
等
間
隔
に
並
置
さ
れ
、
み
な
同
じ
よ
う
な

顔
貌
表
現
で
個
性
の
描
き
分
け
は
な
く
、
傍
題
に
よ
る
人
物
の
特
定
が
な
さ
れ
る
。

壁
画
で
は
初
め
て
俯
瞰
的
表
現
に
よ
る
遠
近
表
現
が
見
ら
れ
る
（
図
３
）。
こ
の
和
林
格
爾
墓
室
壁
画
⑽
で
も
基
本
的
に
人
物
は
並
列

配
置
で
重
な
り
は
な
い
が
、《
寧
城
府
図
》
は
城
内
を
高
所
か
ら
見
下
ろ
し
、
平
行
投
影
図
法
の
よ
う
に
城
壁
を
平
行
四
辺
形
の
よ
う
に

図 1 武梁祠石室西壁 後漢

図 2 孝子図 楽浪彩篋 後漢

― ７５ ―
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表
現
す
る
。
人
物
は
ま
だ
重
な
ら
な
い
よ
う
に
表
現
さ
れ
、

個
々
の
人
物
が
何
を
し
て
い
る
の
か
明
示
す
る
こ
と
に
表
現
の

趣
意
が
あ
る
。

一
方
、
漢
代
画
像
石
に
は
重
な
り
に
よ
る
描
写
が
現
れ
、
少

し
で
は
あ
る
が
俯
瞰
と
は
異
な
る
角
度
で
奥
行
き
を
表
現
し
よ

う
と
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
（
図
４
、
図
５
）⑾
。
い
ず
れ
も

馬
車
馬
の
隊
列
で
、
進
行
方
向
か
ら
少
し
斜
め
上
、
や
や
俯
瞰

気
味
に
馬
の
足
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ
れ
も
奥
行
き
と
い
う
よ

り
は
馬
の
数
を
示
し
、
多
頭
引
き
の
立
派
な
馬
車
で
あ
る
こ
と

を
表
現
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
結
果
と
し

て
馬
の
隊
列
に
厚
み
が
生
じ
、
奥
行
き
表
現
に
も
貢
献
し
て
い

る
。

三

魏
晋
南
北
朝
時
代
、
特
に
東
晋
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
は
、
人
物
の
群
像
表
現
か
ら
奥
行
き
表
現
に
対
す
る
意
識
が
顕
在
化
す

る
。
ま
ず
横
に
並
列
的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
人
物
が
、
奥
に
重
な
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
図
８
）⑿
（
図
９
）⒀
。
こ
れ
は

図 3 寧城府図 和林格爾漢墓壁画 後漢

「
山
水
之
変
」
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図
３
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
俯
瞰
的
視
点
と
、
図
４
・
５
の
重
な
り
に
よ
る
表
現
の
併
用
と
考
え
ら
れ
、
人
物
群
の
厚
み
と
少
し
の
奥
行
き

感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
さ
ら
に
物
語
の
一
場
面
で
あ
る
図
７
で
は
、
表
現
の
技
術
が
進
歩
し
て
お
り
、
後
ろ
姿
の
群
像
表
現
が
見
ら
れ

る
。
特
に
騎
馬
の
後
ろ
姿
は
、
中
国
絵
画
史
上
あ
ま
り
例
が
な
く
、
立
体
的
な
形
体
把
握
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
《
寧
城

府
図
》
の
よ
う
な
重
な
り
の
な
い
俯
瞰
構
成
と
較
べ
れ
ば
、
群
像
表
現
の
出
現
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

図 5 武梁祠石室第二石 後漢

図 4 大王車 孝堂山石祠 後漢

図 8 騎馬回帰図 婁叡墓墓道東壁 北斉 570年

― ７７ ―
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こ
う
し
た
群
像
表
現
の
出
現
か
ら
更
に
踏
み
こ
ん
だ
画
面
構
成
が
、

《
女
史
箴
図
巻
》
に
見
ら
れ
る
（
図
６
）。「
螽
斯
」⒁
と
い
う
『
詩
経
』
の

一
節
を
踏
ま
え
、
子
孫
繁
栄
に
努
め
よ
と
い
う
文
章
の
絵
画
化
で
あ
る

が
、
夫
婦
が
向
か
っ
て
右
手
に
、
そ
の
子
と
養
育
係
が
左
手
に
、
そ
の
奥

に
老
い
た
両
親
を
描
く
三
角
形
構
図
で
あ
る
。
魏
晋
南
北
朝
絵
画
で
は
、
し
ば
し
ば
身
分
の
高
い
重
要
人
物
が
一
際
大
き
く
描
か
れ
る
の

で
、
こ
の
夫
婦
も
そ
う
し
た
文
脈
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
画
面
上
部
に
描
か
れ
る
老
い
た
両
親
は
手
前
の
親
子
よ
り
も
奥
に
い

る
の
で
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
面
は
、
ま
だ
未
熟
で
は
あ
る
が
、
一
種
の
透
視
図
法
的
遠
近
を
意
識

し
て
描
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
人
物
の
重
な
り
具
合
や
三
角
形
構
図
は
、
透
視
図
法
的
奥
行
き
表
現
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た

三
角
形
の
遠
近
構
成
、
重
な
り
の
出
現
は
、
個
々
の
人
物
の
説
明
、
そ
れ
が
誰
で
あ
る
の
か
を
同
定
す
る
よ
り
も
、
人
物
群
全
体
が
何
を

図 9 伎楽図 徐顕秀墓墓室北壁
北斉 571年

図 7 孝子図 石棺孝子伝石刻（白黒反転）北魏～北斉

「
山
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表
し
て
い
る
の
か
、
い
わ
ば
人
物
群
総
体
で
孝
子
の
伝
記
や
『
女
史
箴
』

の
一
節
と
い
う
、
物
語
を
表
現
す
る
機
能
を
獲
得
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
解
釈
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
北
斉
徐
顕
秀
墓
⒂
の
畏
獣
の
表

現
が
あ
る
（
図

）。
南
北
朝
時
代
の
墳
墓
壁
画
や
陵
墓
装
飾
に
は
、
畏

獣
と
呼
ば
れ
る
鬼
神
が
し
ば
し
ば
表
現
さ
れ
る
が
、
通
常
は
足
を
開
い
て

天
上
を
横
方
向
に
疾
走

す
る
様
子
で
描
か
れ
る

こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
徐
顕
秀
墓
墓
室
南

壁
出
入
り
口
上
部
の
畏

獣
は
、
天
上
か
ら
飛
来

す
る
姿
で
描
か
れ
る
。

足
を
上
に
し
背
中
を
見

せ
な
が
ら
こ
ち
ら
を
向

く
姿
勢
は
、
上
か
ら
下

へ
飛
空
す
る
様
子
で
あ

図 6 顧愷之 女史箴図巻 東晋～唐

図 10 畏獣図 徐顕秀墓墓室南壁 北斉 571年
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り
、
上
体
に
較
べ
る
と
下
半
身
は
明
ら
か
に
短
縮
し
て
い
る
。
つ
ま
り
三
角
形
構
図
を
形
成
す
る
２
匹
の
畏
獣
は
、
上
方
の
消
失
点
か
ら

透
視
図
法
で
視
線
と
は
逆
向
き
に
飛
来
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
図
６
や
図

に
見
る
よ
う
な
三
角
形
遠
近
法
が
確
立

し
、
次
代
の
透
視
図
法
的
遠
近
法
の
原
型
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

四

唐
代
の
「
山
水
之
変
」
は
、
地
平
線
に
向
か
っ
て
景
物
が
短
縮
、
収
斂
し
て
い
く
消

失
点
（
線
）
を
伴
う
、
透
視
図
法
的
遠
近
法
の
成
立
を
意
味
す
る
こ
と
が
、
先
行
研
究

に
お
い
て
定
説
と
な
っ

て
い
る
⒃
（
図

、
図

）。
地
平
線
は
画
面

上
部
に
設
定
さ
れ
、
構

造
と
し
て
は
俯
瞰
的
大

画
面
構
図
で
、
漢
代
の

《
寧
城
府
図
》
以
来
の

伝
統
的
俯
瞰
構
成
で
あ

る
。
し
か
し
、
地
平
線

図 11 文殊菩薩変相図 敦煌莫高窟 172窟東壁
盛唐

図 12 騎象鼓楽図 部分 盛唐
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が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
描
か
れ
た
景
物
が
短
縮

し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
大
な
奥
行
き
空
間
を
感
じ
さ
せ
る
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
上
に
行
く
ほ
ど
観
者
か
ら
遠
く
下
ほ
ど
近
い
と
い
う
、
単
な
る
上
遠

下
近
の
遠
近
法
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。《
寧
城
府
図
》（
図
３
）
で
は
、
画
面

上
方
の
人
物
も
下
方
の
人
物
も
見
た
目
の
大
き
さ
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

が
、《
騎
象
鼓
楽
図
》（
図

）
や
莫
高
窟
１７２
窟
《
文
殊
菩
薩
変
相
図
》
背
景
の

奥
行
き
描
写
は
、
地
平
線
に
近
づ
く
に
つ
れ
樹
木
や
山
々
が
小
さ
く
な
り
、
画

面
の
奥
に
吸
い
こ
ま
れ
る
よ
う
な
奥
行
き
空
間
を
形
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
物
の
配
置
に
も
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
、
章
懐
太
子
李
賢
墓
墓
道

壁
画
の
《
朝
貢
図
》（
図

）
で
は
、
３
人
の
漢
人
官
僚
に
３
人
の
外
国
人
使

者
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
漢
人
官
僚
の
ひ
と
り
は
後
ろ
姿
で
描
か
れ
後
頭
部
を

見
せ
る
珍
し
い
構
成
で
、
３
人
の
立
ち
位
置
に
よ
る
逆
三
角
形
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
物
群
の
構
成
は
、
前
後
に
人
物
の
隊

列
を
重
ね
る
従
来
の
群
像
構
成
に
較
べ
て
変
化
と
動
き
が
感
じ
ら
れ
、《
孝
子
伝
図
》（
図
７
）
同
様
、
何
か
の
物
語
性
を
感
じ
さ
せ
る
画

面
構
成
で
あ
る
。
そ
し
て
人
物
の
重
な
り
を
い
と
わ
な
い
こ
う
し
た
構
成
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
説
明
的
描
写
よ
り
も
、
群
像
全
体
で

進
行
し
て
い
る
出
来
事
、
す
な
わ
ち
物
語
性
の
描
写
に
表
現
の
趣
意
が
移
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
群
像
そ
の
も
の
の
三

次
元
的
奥
行
き
表
現
と
し
て
上
遠
下
近
で
は
な
く
遠
小
近
大
へ
と
遠
近
法
が
移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
初
唐
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
、
地
平
線
や
遠
小
近
大
の
景
物
を
伴
う
透
視
図
法
的
奥
行
き
表
現
が
確
立
し
、
群
像
表
現
に
お
い

図 13 朝貢図 章懐太子李賢墓墓道東壁 盛唐
706・711年
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て
も
重
な
り
の
表
現
の
出
現
か
ら
、
人
物
相
互
の
奥
行
き
表
現
に
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
漢
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
奥
行
き
表
現
の
展
開
を
概
観
し
た
が
、
漢
代
か
ら
魏
晋
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
人
物
画
に
お
け
る

奥
行
き
表
現
の
展
開
は
、
上
遠
下
近
が
原
則
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
南
北
朝
時
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
は
、
人
物
の
並
置
か
ら
重
な
り
の
表

現
へ
、
そ
れ
は
表
現
意
図
の
上
で
は
人
物
の
肖
像
性
か
ら
物
語
性
の
表
現
へ
、
大
き
く
展
開
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し

て
そ
れ
ら
を
配
置
す
る
画
面
全
体
の
構
成
は
、
俯
瞰
的
平
行
投
影
法
か
ら
透
視
図
法
的
奥
行
き
表
現
へ
、
そ
れ
は
表
現
意
図
の
上
で
は
全

体
を
均
質
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
表
現
か
ら
、
画
面
の
中
心
的
出
来
事
へ
関
心
を
集
中
さ
せ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
過
程
と
も
捉
え
ら

れ
よ
う
。

こ
う
し
て
「
山
水
之
変
」、
す
な
わ
ち
透
視
図
法
的
奥
行
き
表
現
の
完
成
に
よ
っ
て
、
中
国
絵
画
に
は
画
面
に
穴
が
あ
い
た
よ
う
な
深

い
奥
行
き
空
間
が
表
現
可
能
と
な
り
、
そ
の
後
の
宋
代
に
お
け
る
古
典
的
山
水
画
、
と
り
わ
け
大
観
様
式
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
イ
ル
の
完
成

を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
宋
代
に
文
人
画
が
興
り
、
元
以
降
に
そ
の
様
式
が
確
立
す
る
と
、
山
水
画
は
胸
中
の
山
水
、

す
な
わ
ち
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
表
出
が
主
流
と
な
り
、
見
た
目
に
忠
実
な
要
素
が
大
き
か
っ
た
写
実
的
山
水
画
は
、
以
後
次
第
に
衰
退

す
る
の
で
あ
る
。
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